
3 │ 西田幾多郎と鈴木大拙

　
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
と
は
、
い
ず
れ
も
余
人
を
も
っ
て
換
え
難
い

偉
大
な
思
想
家
で
あ
り
、
そ
の
両
先
生
の
思
想
を
比
較
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
海
の
人
」
と
「
山
の
人
」
と
い
う
視
点
か
ら
両
先

生
の
生
き
方
を
考
え
て
み
た
い
。

　
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
貞
太
郎
（
大
拙
）
は

同
年
に
生
ま
れ
、
や
が
て
石
川
県
専
門
学
校
（
後
に
第
四
高
等
中
学
校
に

改
称
）
に
学
び
、
そ
こ
で
相
知
っ
て
生
涯
の
深
い
交
わ
り
が
始
ま
っ
た
。

西
田
と
大
拙
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
思
想
を
形
成
す
る
が
、
西
田
の
哲
学
思

想
と
大
拙
の
禅
思
想
と
の
間
に
は
相
互
の
共
鳴
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

れ
は
晩
年
に
な
る
ほ
ど
強
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
西
田
の
「
絶
対
矛
盾

的
自
己
同
一
」
と
大
拙
の
「
即
非
の
論
理
」、
或
い
は
西
田
の
「
逆
対
応
」

と
大
拙
の
「
妙
」、
西
田
の
「
場
所
」
と
大
拙
の
「
大
地
性
」
な
ど
も
対

応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
生
涯
の
心
友
で
あ
っ
た
両
先
生
は
思
想
的
に
も
共

鳴
し
合
っ
て
い
た
。
両
先
生
は
同
時
代
に
生
き
て
同
じ
よ
う
な
課
題
の
下

で
思
索
し
、
そ
れ
が
禅
経
験
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
類
似
の
思
想
が

生
ま
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
西
田
と
大
拙
と
は
共
に
一
家

を
成
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
歩
み
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
い
。
む
し
ろ
両

先
生
の
精
神
形
成
期
の
生
き
方
は
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

　
明
治
初
期
の
青
年
層
に
は
、
立
身
出
世
の
た
め
の
勉
学
は
富
貴
を
得
る

資
本
で
あ
っ
た
。
西
田
は
東
京
帝
大
に
入
学
し
た
が
、
本
科
生
に
比
し
て

選
科
生
の
惨
め
さ
を
嘆
い
て
い
る
。
そ
の
後
も
納
得
す
る
職
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
三
九
歳
で
学
習
院
の
教
授
に
就
任
し
、
翌
年
に
京
都
帝
大
に
職

を
得
て
研
究
に
専
念
す
る
。
一
方
、
大
拙
は
西
田
に
勧
め
ら
れ
て
東
京
帝

大
の
選
科
生
に
な
る
が
修
業
せ
ず
、
専
ら
円
覚
寺
で
釈
宗
演
の
下
で
参
禅

に
励
み
、
立
身
出
世
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
た
。
大
拙
は
釈
宗
演
の
勧

め
で
渡
米
し
、
明
治
四
二
年
に
一
二
年
ぶ
り
に
帰
国
し
て
学
習
院
の
講
師

に
就
任
し
、
翌
年
に
教
授
と
な
る
。
明
治
四
三
年
に
は
西
田
も
大
拙
も
共

に
学
習
院
の
教
授
で
あ
っ
た
。
明
治
四
三
年
度
版
の
学
習
院
教
授
一
覧
で
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好
む
仁
者
と
の
間
に
優
劣
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
優
れ
た
人
間
の
二

つ
の
タ
イ
プ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
海
を
好
む
「
知
者
」
と
山
を
好
む

「
仁
者
」
と
は
、
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
と
に
親
炙
し
、
謦
咳
に
接
し

た
人
々
の
語
る
両
先
生
の
人
格
に
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
き
む
ら
・
せ
ん
し
ょ
う
、
仏
教
学
・
中
国
仏
教
思
想
史
、 

大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
の
上
に
爵
位
や
叙
位
な
ど
の
「
位
」
が
冠
せ
ら
れ

て
い
る
。
独
語
の
西
田
幾
多
郎
教
授
は
「
正
六
位
」
で
あ
る
が
、
英
語
の

鈴
木
貞
太
郎
教
授
は
ま
っ
た
く
の
無
位
で
あ
る
。

　
晩
年
に
両
先
生
は
鎌
倉
に
居
を
構
え
た
が
、
西
田
は
「
海
」
の
近
く
の

稲
村
ケ
崎
に
、
大
拙
は
松
ケ
岡
の
「
山
」
に
住
む
。
大
拙
は
「
自
分
は
山

が
好
き
だ
が
、
西
田
は
海
が
好
き
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
西
田
は
「
私
は

海
を
愛
す
る
。
何
か
無
限
な
も
の
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ

る
」
と
い
う
。
こ
の
相
違
は
両
先
生
と
親
鸞
と
の
関
わ
り
に
も
認
め
ら
れ

る
。『
教
行
信
証
』
に
依
れ
ば
、
親
鸞
に
と
っ
て
海
は
「
一
切
苦
悩
の
群

生
海
」
で
あ
り
、
如
来
の
「
功
徳
の
大
宝
海
」
で
も
あ
る
。
親
鸞
の
『
教

行
信
証
』
に
お
け
る
「
海
」
の
解
釈
は
西
田
の
「
逆
対
応
」
や
「
場
所
」

に
通
底
す
る
。

　
西
田
も
大
拙
も
共
に
北
陸
に
生
ま
れ
、
親
鸞
の
浄
土
真
宗
的
風
土
の
中

で
生
ま
れ
育
っ
た
。
大
拙
は
五
一
歳
で
学
習
院
か
ら
真
宗
大
谷
大
学
に
移

り
、
そ
こ
で
『
日
本
的
霊
性
』
や
『
浄
土
系
思
想
論
』
な
ど
を
著
し
、
親

鸞
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
。
大
拙
は
『
歎
異
抄
』
に
み
ら
れ
る
親
鸞
と
「
よ

き
ひ
と
」
法
然
と
を
「
日
本
的
霊
性
」
の
自
覚
者
と
し
て
「
一
人
格
」
と

し
て
み
な
し
て
い
る
。
恰
も
大
拙
と
「
大
拙
」
の
居
士
号
を
与
え
た
釈
宗

演
と
の
関
係
に
匹
敵
す
る
。
大
拙
は
「
霊
性
」
の
目
覚
め
を
「
大
地
性
」

と
捉
え
、
そ
の
大
地
の
象
徴
が
「
山
」
で
あ
る
。

　『
論
語
』
の
雍
也
篇
に
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。「
知
者
は
水
を
楽こ

の

み
、
仁

者
は
山
を
楽
む
。
知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
知
者
は
楽
し
み
、

仁
者
は
寿

い
の
ち
な
がし
」
と
。
こ
れ
は
「
水
（
海
）」
を
愛
す
る
知
者
と
「
山
」
を


